
未来へ
紀の川市議会の第４回定例会と活動をわかりやすくお伝えします。
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新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
役
職
改
選
が
あ
り
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
は
昨
年
の
第
４
回
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
、
副

議
長
の
要
職
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。　

　

人
生
経
験
の
長
い
２
人
で
協
力
し
な
が
ら
、
課
せ

ら
れ
た
任
務
の
な
か
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

今
、
地
方
議
会
に
は
、
議
会
改
革
に
よ
る
活
性
化
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
・
監
視
機
能
の
一
層
の
充
実
、
そ
し
て

開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
い
か
に
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
関
係
を
深
め
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
議
会
と
し
て
紀
の
川
市
の
課
題
解
決
に

向
け
て
充
分
議
論
を
行
い
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
議
員
１
人
１
人
の
特
徴
を
生
か
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
幸
せ
、
紀
の
川
市
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議

会

運

営

委

員

会

◎
委
員
長　
　

〇
副
委
員
長

議長　川原  一泰　　　　　　副議長　 舩木 孝明

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
議
会
の
日
程
や
議
案
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
す
。

室
谷　

伊
則

　

○
石
井　

仁　

堂
脇　

光
弘

　

◎
竹
村　

広
明

大
田　

裕
之

　
　

榎
本　

喜
之
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚

生

常

任

委

員

会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

財
政
、
財
産
管
理
、
地
域
創
生
、
公
共
交
通
、
税
、
防
災
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
学
校
教
育
、
生
涯
学
習
な
ど
に
関
す

る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

住
民
登
録
、
医
療
、
保
険
、
健
康
推
進
、
福
祉
、
環
境

衛
生
、ご
み
処
理
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

都
市
計
画
、
道
路
、
河
川
、
上
下
水
道
、
商
工
、
観
光
、

農
林
業
、
農
業
委
員
会
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し

ま
す
。

議
会
活
動
や
議
会
で
の
審
議
内
容
を
広
く
市
民
に
周
知
す
る
た
め
、
議
会
広
報
の
発
行
や

そ
の
他
の
手
段
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
調
査
研
究
し
て
い
ま
す
。

◎
榎
本　

喜
之　
　

○
中
村　

ま
き

　

木
村　

芳
友　
　
　

大
田　

裕
之　
　
　

上
野　

宗
彦　
　
　

大
谷　

さ
つ
き

　

並
松　

八
重　
　
　

石
井　

仁　
　
　
　

舩
木　

孝
明

予
算
、
決
算
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

◎
舩
木 

孝
明　
　
　
　

○
竹
村 

広
明

　

正
副
委
員
長
を
除
く
全
議
員

村
垣　

正
造

○
大
田　

裕
之

阪
中　

晃

◎
並
松　

八
重

石
井　

仁
川
原　

一
泰

杉
原　

勲

○
中
村　

ま
き

榎
本　

喜
之

◎
堂
脇　

光
弘

大
谷　

さ
つ
き

竹
村　

広
明

室
谷　

伊
則

○
門　

眞
一
郎

仲
谷　

妙
子

◎
上
野　

宗
彦

木
村　

芳
友

舩
木　

孝
明
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●
第
４
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

19
日
間 

12
月
4
日
～
12
月
22
日

　

・
一
般
質
問　

８
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４件に
注目！

東
京
事
務
所
開
設
に
向
け
て

１◎
行
政
秘
書
事
業
（
５
７
３
万
２
千
円
）

　

京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
整
備
促
進
や
中
央
省
庁
と
の
連
絡
調
整
な
ど

を
行
う
た
め
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
設
置
す
る
「
紀
の
川
市
東
京
事
務
所
」

の
開
設
準
備
に
か
か
る
経
費
を
予
算
措
置
し
ま
す
。

（
議
案
第
76
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
東
京
事
務
所
の
業
務
内
容
は
。

Ａ
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
の
早
期
の
実

施
に
向
け
て
、
東
京
事
務
所
を
ひ
と

つ
の
拠
点
と
し
て
府
省
庁
の
関
係
の

連
絡
・
調
整
、
情
報
の
収
集
な
ど
が

主
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
行
政
秘
書
事
業
で
の
計
上
だ
が
組
織

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
市
長
公
室
の
秘
書
課
の
内
室
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
借
上
料
の
内
訳
は
。

Ａ
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
紀
の
川
市
東

京
事
務
所
開
設
に
伴
い
、
４
月
ま
で

の
事
務
所
へ
配
置
す
る
職
員
の
住
居

に
か
か
る
費
用
３
ヶ
月
分
で
す
。

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
件

　

・
条
例
の
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
件

　

・
令
和
５
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
12
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
件
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鞆渕診療所

子
ど
も
の
た
め
の
支
援

２◎
公
立
保
育
所
保
育
事
業
（
７
２
１
万
６
千
円
）

◎
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事
業
（
５
３
０
万
５
千
円
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

市
内
の
教
育
・
保
育
施
設
な
ど
に
経
済
対
策
と
し
て
、
公
立
７
、
私
立
16

施
設
に
対
し
、
食
材
費
な
ど
を
補
助
す
る
教
育
・
保
育
施
設
等
物
価
高
騰

対
策
補
助
金
を
予
算
措
置
し
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
管
理
運
営
委
託

（
債
務
負
担
行
為
補
正　

１
億
５
３
７
０
万
円
）

　

へ
き
地
診
療
所
（
※
）
と
し
て
市
が
設
置
し
て
い
る
鞆
渕
診
療
所
・
細

野
診
療
所
の
管
理
運
営
を
社
会
医
療
法
人
三
車
会
に
委
託
し
ま
す
。
契
約

期
間
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
で
す
。
同
診
療
所
は
、
す
で
に

平
成
31
年
か
ら
三
車
会
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
議
案
第
76
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
89
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
賄
材
料
費
の
増
額
理
由
は
。

Ａ
物
価
高
騰
に
よ
る
給
食
材
料
費
の
高

騰
に
よ
る
も
の
で
す
。

Ｑ
補
助
基
準
は
。

Ａ
総
務
省
で
公
表
さ
れ
て
い
る
消
費
者

物
価
指
数
を
参
考
に
基
準
額
を
算
出

し
、
１
日
当
た
り
23
円
単
価
と
し
て

計
算
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
委
託
先
を
公
募
し
た
が
。

Ａ
他
の
事
業
者
に
も
現
場
説
明
を
行
い

ま
し
た
が
、
応
募
し
て
い
た
だ
け
た

の
は
三
車
会
の
み
で
し
た
。

Ｑ
前
の
５
年
間
の
委
託
料
（
１
億
７
２

　
　

 

０
万
円
）
と
比
べ
て
５
０
０
０
万
円

近
く
増
え
た
理
由
は
。

Ａ
地
域
人
口
の
減
少
に
伴
う
外
来
診
療

収
入
の
確
保
や
増
収
が
困
難
で
あ
る

こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

鞆
渕
・
細
野
診
療
所
の
運
営
を

引
き
続
き
三
車
会
に

３
（
議
案
第
78
号
）令
和
５
年
度
紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

（
議
案
第
84
号
）
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

 　

※
無
医
地
区
・
準
無
医
地
区
の
地
域
住
民
の
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
た
診
療
所
。
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保
護
者
の
負
担
軽
減

４◎
小
学
校
教
育
活
動
事
業
（
１
３
２
０
万
円
）

◎
中
学
校
教
育
活
動
事
業
（
７
０
０
万
円
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

市
立
小
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
各
小
中
学
校
に
対
し
、
児
童
・
生
徒
１
人
に
つ
き
５
０
０
０
円
を

学
級
費
補
助
金
と
し
て
補
助
し
ま
す
。（
令
和
６
年
度
実
施
）　

　
（
議
案
第
89
号
）
令
和
５
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
個
別
の
保
護
者
に
給
付
し
な
か
っ
た

理
由
は
。

Ａ
学
校
へ
補
助
し
て
学
級
費
に
充
て
る

こ
と
で
、
教
育
費
に
使
用
す
る
と

い
う
使
途
が
明
確
で
あ
る
し
、
保
護

者
か
ら
徴
収
す
る
学
級
費
の
負
担
軽

減
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
観

点
か
ら
学
級
費
へ
の
補
助
と
し
ま
し

た
。

Ｑ
学
級
費
補
助
金
と
し
た
理
由
は
。

Ａ
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
た
め

に
学
校
給
食
費
に
充
て
る
と
い
う
例

も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
給
食
費
は
す

で
に
無
償
化
し
て
い
る
た
め
学
級
費

と
し
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか

議会のインターネット配信

　市議会の定例会は、３・６・９・12 月の年４
回開催され、傍聴することができます。
　市議会では、市民のみなさんの生活に直結し
た重要な問題が審議されていますので、私たち
議員の活動状況や市政の内容を知るためにも、
ぜひ傍聴にきてください！

　本会議の録画映像をイン
ターネットで配信していま
す。議会ホームページや、
右の QR コードからぜひご
覧ください。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回 3 月定例会

本会議の録画映像はこちらから
※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

日 月 火 水 木 金 土
2/18 19 20 21 22 23 24

本会議
（開会）

25 26 27 28 29 3/1 2

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

3 4 5 6 7 8 9

予算決算
常任委員会

（小委員会）

予算決算常
任委員会

（小委員会）

予算決算常
任委員会

（小委員会）

10 11 12 13 14 15 16

予算決算
（総務文教分科会）
・総務文教
常任委員会

予算決算
（厚生分科会）

・厚生
常任委員会

予算決算
（産業建設分科会）
・産業建設
常任委員会

17 18 19 20 21 22 23

予算決算
常任委員会

24 25 26 27 28 29 30

本会議
( 閉会）
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木村　芳友　議員（わかばクラブ）
◎フルーツ王国農業の活性化を求めて：

その１

中村　まき　議員（日本共産党）
○市民サービスのための適正とは
◎学童保育の現状と民間委託

石井　仁　議員（日本共産党）
◎消費税の節約で新たな財源づくりを
○公費負担終了となるコロナワクチン接

種に助成を

門　眞一郎　議員（日本共産党）
◎これからの自治会活動の発展のため

に

いっぱん質問いっぱん質問
　一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状
況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載していますが、QR コードから録画配信がご覧いただけます。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

大谷　さつき　議員（公明党）
◎災害時における避難所のさらなる環境改

善を

大田　裕之　議員（わかばクラブ）
○空き家対策の更なる強化や対策は
◎本市の主権者教育現状と将来像は

並松　八重　議員（公明党）
○若年層に献血への理解と啓発推進を
◎行政窓口において「窓口用軟骨伝導聴覚

補助イヤホン」の導入を

阪中　晃　議員（無所属）
◎文化祭について
○中学生の部活の応援団について
○中学校の規模について
○市外の小中学校に通う生徒達に給食相

当分の応援を
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Ｑ　
本
県
の
ほ
場
整
備
の
済
ん
で
い
る
割

合
が
4.1
％
と
全
国
平
均
の
65.

９
％
に

比
べ
て
格
段
に
低
い
要
因
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

Ａ　
低
い
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
全
国
的
に
、
実
施
地
区
は
水
田
地

域
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
和
歌
山

県
は
古
く
か
ら
桃
や
梅
、
果
樹
な
ど
の

高
収
益
作
物
を
作
ら
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
ま
た
個
人
の
財
産
で
あ
る
農
地
を

扱
う
た
め
、
関
係
者
の
方
々
の
同
意
・

調
整
な
ど
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ

と
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
地
と
農

地
中
間
管
理
機
構
に
委
託
さ
れ
た
農
地

の
地
理
的
関
係
を
整
理
し
て
、
ま
と
ま

っ
た
面
積
を
ほ
場
整
備
す
る
考
え
は
。

Ａ　
ほ
場
整
備
す
る
に
は
、
面
積
が
中
山

間
地
域
で
５
ｈ
ａ
以
上
必
要
で
あ
る
。

事
業
対
象
農
地
の
す
べ
て
に
農
地
中
間

管
理
権
を
設
定
し
、
構
成
す
る
各
団
地

が
0.5
ｈ
ａ
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
農

地
に
つ
い
て
は
、
県
が
行
う
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
が
あ
る

の
で
地
域
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
実
施

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
本
市
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
現
在
の
と
こ
ろ
、紀
の
川
市
内
の
農

業
者
が
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
て

い
る
か
を
把
握
し
て
い
な
い
状
況
だ
が
、

Ｊ
Ａ
紀
の
里
で
は
、
組
合
員
が
管
内
で

栽
培
す
る
水
稲
栽
培
に
お
い
て
、
栽
培

歴
に
準
拠
し
た
病
害
虫
防
除
を
目
的
と

し
た
作
業
を
受
託
し
て
い
る
。

　

 　

こ
の
Ｊ
Ａ
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬

散
布
事
業
は
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
、
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

ほ
場
整
備
と
ス
マ
ー
ト
農
業
で

儲
か
る
農
業
の
実
現
を

市
が
責
任
を
も
っ
て

こ
れ
ま
で
の
「
良
さ
」
を
守
っ
て

Ｑ　
学
童
保
育
の
運
営
は
保
護
者
会
や
民

間
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。共
働
き
が
増

え
て
い
る
な
か
で
、保
護
者
会
役
員
の

役
割
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

　
　

 

現
在
の
利
用
状
況
や
運
営
の
状
況
は
。

Ａ　
受
け
入
れ
児
童
数
は
10
か
所
４
８
９

人
で
、運
営
形
態
は
保
護
者
会
が
１
か

所
、運
営
委
員
会
が
８
か
所
、民
間
委
託

が
１
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
民
間
委
託
へ
の
現
在
の
検
討
状
況
は
。

Ａ　
保
護
者
会
や
運
営
委
員
会
が
賃
金
計

算
や
会
計
事
務
に
携
わ
っ
て
い
る
た
め
、

保
護
者
や
支
援
員
に
過
度
な
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
負
担
軽
減
を
は
か

る
と
と
も
に
、
支
援
員
の
雇
用
条
件
を

統
一
す
る
こ
と
で
支
援
員
の
確
保
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
民
間
委
託
の
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
運
営
体
制
の
強
化
も

は
か
れ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　
令
和
６
年
度
中
に
業
者
選
定
を
行
い
、

令
和
７
年
度
か
ら
全
て
の
学
童
保
育
で

民
間
委
託
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
保
護
者
会
な
ど
へ
の
説
明
は
新
入

生
入
学
後
、
令
和
６
年
４
月
頃
を
め
ど

に
行
い
た
い
。

Ｑ　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
各
学
童
の
取
り

組
み
が
引
き
継
が
れ
る
の
か
。ま
た
市

と
し
て
責
任
を
も
っ
て
い
け
る
の
か
。

Ａ　
受
託
事
業
者
と
市
で
業
務
分
担
を
は

か
り
つ
つ
、
児
童
が
安
全
に
安
心
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
保
護
者
や
各
小
学
校

と
連
携
し
た
運
営
体
制
づ
く
り
に
努

め
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

木村　芳友ほ場整備（下丹生谷地区）

学童保育 中村　まき
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「
消
費
税
、
年
間
９
億
円
」
の
節
約
を

自
治
会
活
動
へ
の
支
援
強
化
を

Ｑ　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
で
は
、
消
費

税
の
課
税
対
象
と
な
る
物
件
費
や
建
設

事
業
費
な
ど
で
年
間
99
億
７
千
万
円
支

出
し
、負
担
し
た
消
費
税
は
総
額
で
お

よ
そ
９
億
１
千
万
円
。こ
の
う
ち
「
委

　

 

託
料
」
で
は
39
億
７
千
万
円
程
度
の
支

　

 

出
で
、消
費
税
額
は
お
よ
そ
３
億
６
千

　

 

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

 

こ
の
消
費
税
を
節
約
で
き
な
い
か
。

市
民
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
の
な
い
行

財
政
改
革
の
方
法
を
探
り
た
い
。

　
　

 

消
費
税
の
負
担
を
必
要
経
費
と
み
る

の
か
、
節
減
対
象
と
み
る
の
か
。

Ａ　
消
費
税
も
含
め
た
全
て
の
支
出
は
節

減
の
対
象
と
捉
え
て
い
る
。

Ｑ　
物
件
費
そ
の
も
の
の
縮
減
は
可
能
か
。

す
で
に
限
界
か
。

Ａ　
行
政
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
必
要
な
予

算
は
年
々
変
化
し
て
い
く
。
物
件
費
な

ど
の
経
費
を
節
減
し
て
い
く
余
地
は
、

こ
れ
で
限
界
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ　
現
在
、
外
注
し
て
い
る
業
務
を
例
え

ば
、
臨
時
雇
用
の
職
員
に
よ
る
業
務
に

変
え
る
こ
と
で
、
消
費
税
の
負
担
が
な

Ｑ　
人
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
で
大
事
な

役
割
を
は
た
し
て
い
る
自
治
会
活
動
。

　
　

 

し
か
し
、
加
入
金
や
自
治
会
費
が
高

額
な
た
め
、
加
入
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

 

移
住
定
住
を
奨
め
て
い
る
本
市
と
し

て
、
転
入
さ
れ
た
方
が
納
得
し
て
自
治

会
に
加
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

 

自
治
会
活
動
に
対
す
る
現
状
認
識
と

支
援
策
は
。

Ａ　
自
治
会
は
最
も
身
近
な
住
民
自
治
組

織
で
あ
る
。
防
災
・
防
犯
な
ど
多
様
な

分
野
に
お
け
る
問
題
・
課
題
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
行
政
連
絡
業
務
や
広
報

活
動
、
親
睦
や
交
流
な
ど
自
主
的
な
活

動
を
通
し
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
運
営

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

 

自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て
自
治
区
運

営
補
助
金
を
加
入
世
帯
１
世
帯
あ
た
り

８
０
０
円
交
付
し
て
い
る
。

Ｑ　
自
治
会
加
入
促
進
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
本
庁
市
民
課
、
各
支
所
の
窓
口
で
、

転
入
者
に
対
し
「
自
治
区
へ
加
入
し
ま

し
ょ
う
！
」
と
い
う
啓
発
チ
ラ
シ
を
配

く
な
る
。そ
れ
が
で
き
る
業
務
は
な
い

か
。

Ａ　
現
状
の
職
員
数
と
業
務
委
託
の
分
担

は
、
職
員
適
正
化
計
画
も
踏
ま
え
た
な

か
で
、
必
要
な
業
務
体
制
と
し
て
構
築

し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
の
職
員

数
で
は
、
大
き
く
業
務
形
態
を
見
直
し

で
き
る
余
地
は
少
な
い
。

　
　

 

業
務
形
態
を
外
注
か
ら
市
直
営
の
人

件
費
に
移
行
す
る
に
は
事
前
に
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

布
。
転
入
者
の
多
い
３
月
下
旬
に
自
治

区
加
入
促
進
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
な

ど
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
啓

発
活
動
で
加
入
促
進
に
努
め
る
。

Ｑ　
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
を
支
援
す

る
た
め
の
施
策
は
。

Ａ　
人
口
減
で
、
自
治
区
の
財
政
的
な
運

営
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

自
治
区
運
営
補
助
金
の
１
世
帯
あ
た
り

の
補
助
単
価
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

検
討
し
た
い
。

石井　仁

門　眞一郎
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Ｑ　
異
常
気
象
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

被
災
者
支
援
の
拠
点
と
な
る
の
が
避
難

所
で
あ
る
。
自
治
体
が
開
設
し
、
長
期

の
滞
在
に
も
対
応
す
る
。
よ
り
安
全
で

快
適
な
避
難
所
作
り
が
進
む
な
か
、
注

目
さ
れ
る
の
が
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
」（
ト
イ
レ
・

キ
ッ
チ
ン
・
ベ
ッ
ド
の
頭
文
字
）
の
改

善
だ
。
Ｔ
の
ト
イ
レ
の
現
状
は
。

Ａ　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
19
台
、
組
み
立

て
式
ト
イ
レ
44
台
、
洋
式
便
座
の
ラ
ッ

プ
ポ
ン
12
台
、
車
い
す
利
用
者
ト
イ
レ

３
台
、
簡
易
ト
イ
レ
１
３
５
台
、
携
帯

ト
イ
レ
１
万
３
千
５
０
０
個
保
管
し
て

い
る
。

Ｑ　
Ｋ
の
キ
ッ
チ
ン
は
、
感
染
防
止
策
に

も
万
全
を
期
し
、
温
か
く
栄
養
価
の
高

い
食
事
を
提
供
で
き
る
体
制
は
。

Ａ　
状
況
に
よ
り
各
種
団
体
に
炊
き
出
し

の
協
力
を
依
頼
す
る
。

Ｑ　
Ｂ
の
ベ
ッ
ド
だ
が
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
は
企
業
か
ら
搬
入
さ
れ
協
定
を
締
結

し
て
い
る
が
、
保
管
場
所
が
困
難
だ
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
保
管
が
し
や
す
い
エ
ア

ー
ベ
ッ
ド
を
導
入
し
て
は
。

Ａ　
エ
ア
ー
ベ
ッ
ド
は
、
保
管
場
所
が
狭

小
で
済
み
、
睡
眠
環
境
が
良
好
と
思
わ

れ
る
。
製
品
の
研
究
と
と
も
に
計
画
的

な
整
備
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
は
重
要
で
あ
る
。

被
災
家
族
ご
と
に
、
簡
易
テ
ン
ト
を
導

入
し
て
は
。

Ａ　
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
を
し
て
い
る
が
、

今
後
の
補
充
は
、
１
人
用
や
複
数
名
用

な
ど
の
簡
易
テ
ン
ト
も
検
討
し
て
い
く
。

災
害
関
連
死
の
防
止
に
重
要

ス
ト
レ
ス
の
緩
和
へ

災害用簡易テント

本
市
の
主
権
者
教
育
現
状
と将

来
像
は

Ｑ　
本
市
の
10
代
、
20
代
の
投
票
率
は
。

ま
た
、
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

Ａ　
令
和
５
年
４
月
に
執
行
さ
れ
た
和

歌
山
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
率

は
、10
代
31.

43
％
、20
代
27.

78
％
で

あ
る
。は
た
ち
の
つ
ど
い
で
小
冊
子
を

配
布
し
て
い
る
。

Ｑ　
子
育
て
世
代
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
を
行
い
、
転
入
者
も
増
加
し
嬉
し

い
限
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
や
子

ど
も
た
ち
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
く
よ

う
な
事
業
が
無
い
状
況
。

　

  

政
府
が
掲
げ
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
も
重
要
だ
と

考
え
る
。
中
学
生
や
高
校
生
の
子
ど
も

議
会
の
開
催
な
ど
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、主
権
者
教
育
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
高
校
生
な
ど
の
議
会
の
開
催
は
、
高

校
は
県
の
管
轄
で
あ
る
こ
と
や
、
市
と

し
て
の
取
り
組
み
の
目
的
も
あ
る
の
で

関
係
部
局
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

目
的
・
効
果
を
明
確
に
し
、
関
係
部
局

と
と
も
に
協
力
し
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
か
つ
ら
ぎ
町
で
は
子
ど
も
議
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
教
育
長
名
で
町
内

に
あ
る
高
校
へ
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

　
　

 

教
育
長
の
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

Ａ　
責
任
感
を
も
っ
て
政
治
に
参
画
し
よ

う
と
す
る
国
民
を
育
成
す
る
こ
と
は
、

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
要
素

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
満
18
歳
以
上
へ
の

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
よ
り
、
小
・

中
学
校
か
ら
の
体
系
的
な
主
権
者
教
育

の
充
実
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。紀の川市役所職場体験

大谷　さつき

大田　裕之
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難
聴
の
人
に
も
優
し
い
窓
口
対
応
を

文
化
祭
の
将
来
展
望

Ｑ　
日
本
補
聴
器
工
業
会
の
デ
ー
タ
に
よ

　

 

る
と
聞
こ
え
に
く
さ
を
持
つ
人
口
は
、

全
人
口
の
11.

３
％
で
１
４
０
０
万
人
以

上
あ
り
、そ
の
う
ち
補
聴
器
所
有
者

　

は
約
２
０
０
万
人
で
、
残
り
の
１
２
０

　

 

０
万
人
以
上
が
聞
こ
え
に
く
い
状
況
で

過
ご
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

本
市
の
窓
口
で
は
、
ア
ク
リ
ル
板
を

設
置
し
た
状
態
で
、
対
応
し
て
い
る
職

員
も
来
庁
者
も
マ
ス
ク
着
用
で
は
お
互

い
が
聞
こ
え
づ
ら
い
状
況
で
あ
る
。
聴

力
の
低
下
が
見
ら
れ
る
方
、
補
聴
器
を

持
た
な
い
方
に
対
し
、
職
員
の
窓
口
対

応
は
。

Ａ　
聴
覚
に
不
安
の
あ
る
方
と
の
会
話
で

は
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
、
丁
寧
に

話
す
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
が
、
人
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

は
違
う
た
め
、
ど
の
方
法
が
良
い
の
か

本
人
に
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　
高
齢
者
福
祉
の
介
護
認
定
調
査
に
お

い
て
、
相
談
者
に
聴
力
の
低
下
が
見
ら

れ
る
方
へ
の
対
応
は
。

Ａ　
申
請
時
に
利
用
者
本
人
に
身
体
状
態

な
ど
を
聞
き
取
り
、
状
況
に
よ
り
近
い

Ｑ　
今
後
の
文
化
サ
ー
ク
ル
や
教
室
の
あ

り
よ
う
と
、
文
化
祭
に
つ
い
て
の
将
来

展
望
は
。

Ａ　
サ
ー
ク
ル
や
各
教
室
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
方
の
割
合
が
多
い
状
況
で
、

で
き
る
だ
け
若
い
方
に
参
加
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
加
盟
条
件
の
緩
和
や
、
市

広
報
で
頑
張
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方

の
連
載
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

 

文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
多

い
協
会
役
員
や
会
員
か
ら
は
、
各
支
部

で
文
化
祭
を
開
催
し
た
い
と
い
う
意
見

が
多
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
合

併
か
ら
長
年
経
過
し
て
い
る
の
で
、
１

か
所
で
の
開
催
が
理
想
で
あ
る
。
若
い

方
に
も
協
会
に
入
っ
て
も
ら
い
、
活
動

が
よ
り
活
性
化
す
れ
ば
新
た
な
方
向
性

を
見
出
せ
る
と
期
待
し
、
協
会
の
活
性

化
に
努
め
た
い
。

Ｑ　
人
口
６
万
人
の
文
化
祭
と
し
て
は
盛

り
上
が
り
に
欠
け
る
。
そ
の
要
因
は
、

文
化
協
会
が
文
化
祭
の
主
催
者
な
の
で
、

市
の
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
目
標

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な

問
題
な
の
で
は
。

距
離
で
の
会
話
や
筆
談
、
家
族
の
立
ち

合
い
を
求
め
る
な
ど
す
る
。

Ｑ　
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職

員
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
た
め
、「
窓
口

用
軟
骨
伝
導
聴
覚
補
助
イ
ヤ
ホ
ン
」
を

窓
口
備
品
と
し
て
導
入
し
て
は
。

Ａ　
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下
が
心
配
さ

れ
る
市
民
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
今

回
提
案
の
イ
ヤ
ホ
ン
は
非
常
に
画
期
的

な
も
の
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
試
験
的
導
入
を
検
討
し
た
い
。

Ａ　
協
会
も
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
が
続

き
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
本

年
度
文
化
祭
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
協

会
の
理
事
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
意
識

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
地
域

の
色
々
な
団
体
を
巻
き
込
み
、
企
画
す

れ
ば
も
っ
と
集
客
で
き
る
か
と
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

　
　

 

当
面
の
間
は
市
と
し
て
、サ
ポ
ー
ト
・

応
援
し
て
い
く
こ
と
が
市
の
役
割
で
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

窓口用軟骨伝導聴覚補助イヤホン 並松　八重

阪中　晃
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厚生常任委員会
● 12 月 13 日

　紀の川市収集事務所が完成したため、竣工
見学会に参加しました。
　災害時のごみ集積場としても活用されます。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（紀の川市桃山町調月）

総務文教常任委員会
●11月21日

・ 施設使用料の運用（減免）の見直しの方針について
　　施設使用料の減免実績額と市内・市外別の利用人数などについて
　　説明を受け、次のような質問が出ました。（一部掲載）

委員会活動報告
　各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く
関わることについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
　最近の活動状況についてお知らせします。

公平性を確保するためということであれば、活動の補助を改めて考えては。
この見直しで負担が増えて、活動自体に支障が出るのであれば補助も一つの手段であると考
える。ただし一律上乗せということではない。

将来的なビジョンが必要なのでは。
生涯学習、健康推進、スポーツ振興においてのビジョンを明確には説明できないが、全庁
的に取り組んできたので進めていきたい。

反対の署名運動があるが、市の対応は。
体育協会の一部団体からは嘆願書という形で既に提出されている。他からも動きがあるこ
とは聞いているが、令和７年４月の見直しを目指して皆さんに説明をしながら進めたい。

財政上の理由でないのであれば、なぜこのタイミングなのか。
５町合併時から先送りになっていることであり、時間がかかってしまったという反省点があ
るが、統一基準を設けるべきという考えのもと進めたい。

市民や団体へ周知したその反響は。
団体の総会や理事会で説明した際はかなり反対意見があったが、一部、公平性をはかると
いう観点から当然だという意見もあった。広報紙、HP を見てというご意見などはない。

どのような不公平さを改めたいのか。
公益性が薄いとみられる団体もある。公益的な役割を担っている団体であるかどうかを再度
見直して改めていきたいと考えている。

※議会として今後も継続して調査をしていく予定です。
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答　弁 答　弁

その後 その後

トイレ環境の整備を

すぐに対応・設置！ リスクを早期発見
２次障害を予防

骨粗しょう症検診で
骨チェック‼

　近年、男性に多いがんの手術後や加齢により排
尿のコントロールが難しく、尿漏れパッドを使う
人が増えている。安心して外出できる環境を整え
るため、公共施設などの男性トイレの個室にサニ
タリーボックス（汚物入れ）を設置してはどうか。

　県庁舎内の一部でも男性トイレのサニタリー
ボックスの設置を進めており、市としてもがん患
者が尊厳を持って安心して暮らせる社会となるよ
う、公共施設を管理する部署と連携し検討する。

　骨粗しょう症は、自覚症状がないまま進行し、骨
折から寝たきりの生活に直結してしまう恐ろしい病
気である。市民が健康寿命を延ばすため、予防に取
り組むことは重要と考え関係部局とも協議し、前向
きに検討していく。

・令和６年度の集団検診から実施予定
・対象
　令和６年度のみ４０歳以上～７０歳以下の女性
　令和７年度以降：４０歳～５歳刻みで７０歳の女性
・検査内容：かかとに超音波を通し、骨密度
　測定し、区分別に判定。必要者には個別に
　保健指導を実施予定
・自己負担：無料

　骨の強度が低下して、骨折しやすくなる骨の病
気を骨粗しょう症という。骨折から要介護状態に
なることもある。主な原因は女性ホルモンの減少
や加齢である。予防や早期発見のために、骨粗しょ
う症検診を取り入れては。

  令和５年１月より、本庁舎に２３個、南別館に１２
個のサニタリーボックスが設置されました。広報や
ホームページで周知し、男性トイレ入口にはサニタ
リーボックス設置の案内表示をしています。

追 

跡あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！

骨密度測定器
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紀の川市議会ホームページ紀の川市議会ホームページ
https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/https://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。議会ホームページにアクセスできます。
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和歌山県綱引選手権大会
和歌山県綱引選手権大会

貴志川イルミネーション 2023
貴志川イルミネーション 2023

子どもフェスティバル
子どもフェスティバル

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被

災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
の
活
躍

か
ら
始
ま
り
、
大
谷
選
手
の
活
躍
・

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
日
本
一
な
ど

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
え
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
転
入
が
転
出
を
上

回
る
と
い
う
嬉
し
い
状
況
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の

効
果
が
表
れ
た
結
果
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を

走
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
市
民

の
願
い
が
前
進
し
た
こ
と
も
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

令
和
６
年
も
市
民
に
寄
り
添
っ

た
市
と
な
る
よ
う
に
議
会
と
し
て

も
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
昨
年
末
に
各
常
任
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
入
れ
替
え
が
行
わ

れ
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
新

た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
「
手
に
取
っ

て
、
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（

中
村　

ま
き
）

68

紀
の
川
市
議
会
だ
よ
り


